
　利用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　利用者家族　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地域住民（民生委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　市職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地域包括支援センター　　　　　　　　　　　

　年齢平均 87.3歳　
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会　議　録

◇事業所の特色

ほっとの理念 【普通の家で生活し楽しい人生を送る】

運営方針 『ゆっくり一緒に楽しく』と家庭の雰囲気を大切にし､健康でいて

和やかに笑いのある楽しい毎日を送れるように､そっと見守ります。

   2026年 9月

　 　4日　　　

13日

毎週水曜日訪問看護・毎週月曜日訪問歯科

86歳 85歳

① 利用者様状況報告

全員女性・現在9名が入居しております。

80歳 74歳

要介護
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 3日 T様お誕生日会

15日   いこまいか幡山・ボランティア様に来て頂きました。

M様、N様、お誕生日会

21日 敬老の日・・・赤飯で皆様と一緒にお祝いしました。

14日

24日

せとっ子カフェ…笑顔でハッピーになれる腹話術

　せともの祭り

   2026年 8月

  7日　 せとっ子カフェ…転ばぬ先の運動療法　　

    28日　 避難訓練　

毎週水曜日訪問看護・毎週月曜日訪問歯科

介護度平均1.8

➢　天気の良い日にはなるべく散歩に出かけるようにしています。

② 主な行事報告

　事業所名　　グループホーム　ほっと　　　

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書

    　開催日時　　令和　8　年　9　月　25　日　（　金　）　　　14時00分～15時00分

議　題

　① 利用者様状況報告

　② R8年8月・9月の行事報告

　③ 身体拘束廃止適正化委員会

　④ スライドショー

　⑤ 質疑応答

　⑥ 次回開催日　R8年11月27日（金）

参　加　者

2名

1名

1名

1名

1名

　事業所　 3名



③ ◇ 身体拘束適正化検討委員会…

 ⑥　　　　　➢　次回運営推進会議開催日　　R8年 　11 月  27 日（金）　2：00～

A 読んで聞いてもらう・外国の人には翻訳機を使って自分なりに理解して

  もらっています。皆さん長いので良く理解はして頂いています。

楽しく歩いています。少しハンディのある人は職員が横について歩いて頂いています。

A施設には長い廊下があるので食事前おやつ前には皆さん習慣になっているので

Ｑ家族は少しでも歩いて欲しい本人は車椅子に乗りたい、その時の対処方

Ｑ身体拘束・虐待防止について夜勤者にはどのように伝えているか？

R８年8月・R8年9月までの利用者様の活動を観て頂きました

⑤ 質疑応答

まとめ

入居者様の自由や尊厳を無意識の内に制限してしまっていないか？

拘束と明確に定義されない行為であっても適切性を常に問い直し入居者様にとって

最善のケアは何かを考える重要性。

④ スライドショー

1人1人の気ずきが拘束の廃止・虐待防止に繋がっていくと思う。

◇ 虐待防止検討委員会

身体拘束・高齢者虐待について事業所としてどう考えどう共有していくか？

まとめ

職員全員で「身体拘束」や「待防」について話し合う機会を設ける。


